
令和元年１０月２４日 教育委員会会議録

１ 日 時  令和元年１０月２４日(木) 午後３時００分～午後３時３０分 

２ 場 所  １０階 委員会開催室 

３ 出席委員  荒澤賢雄教育長、無着道子委員、白鳥樹一郎委員、中村篤委員 

 熊坂香織委員 

４ 出 席 者  阿部謙一教育部長、奥山泰子管理課長、土田亮一管理課施設整備室長、

金沢智也学校教育課長、中村広志社会教育青少年課長、 

 佐藤泉スポーツ保健課長、中村光男少年自然の家所長、 

 横倉明史図書館長、新關昭弘学校給食センター所長、 

 浅川かおり学校給食センター栄養管理室長、後藤仁商業高等学校事務長 

 事務局（管理課職員） 

会議次第

１ 開   会

２ 前回会議録承認

３ 議   案

   議案第３６号 令和元年度教育委員会事務の点検及び評価について

４ 報告事項

  （１）スキージャンプワールドカップ女子蔵王大会の取組状況について

５ そ の 他

６ 日 程 等

  （１）教育委員会の日程について 

（２）教育委員会主催（共催）の行事予定について

７ 閉   会 

会議録

１ 開 会  教育長

２ 前回会議録承認

３ 議 案 



教育長･･･それでは、議事に入る。議案第３６号「令和元年度教育委員会事務の点検及

び評価について」説明をお願いする。

 ＜本議案の作成にあたり、令和元年７月１８日の教育懇談会において、教育委員よ

り意見をいただいた。

 「魅力ある学校づくり」では、基本施策１-取組２の「地域や関係機関と連携した

体験活動」について、成果の中に＜生徒の望ましい勤労観…＞とあるが、表現が抽象

的で分かりにくいのではないか、との意見をいただき、成果２行目を「働くことの意

義を理解し、勤労観や職業観を育み」という表記に改めた。

 基本施策１－取組４の「環境・福祉教育の充実の取組の実施状況」について、市社

会福祉協議会との連携について、内容をもう少し踏み込んだ表現をしては、連携して

いる１２校の市立小中学校名を記載しても良いのでは、との意見をいただき、具体的

な連携内容と指定校の学校名を記載した。

 基本施策１－取組３①「教職員の健康保持と働き方改革」の中で、(1)長時間労働の

是正の取組の実施状況について、＜勤務実態の把握、管理に努めた＞とあるが、数値

データを載せた方が良いのではないか、との意見をいただき、平成３０年１１月に全

県一斉で実施した時間外労働調査結果を記載した。 

 「安全・安心の学校づくり」では、基本施策２－取組２の「食育の推進」内の、取

組の目的・内容の中に「栄養教諭」についての記載があるが、役割などを記載してみ

てはどうか、との意見をいただき、役割や配置状況を記載した。 

 「家庭・学校・地域と連携し、次代を担う健全な人づくり」では、基本施策７－取

組２の「青少年健全育成団体等への支援・協力」について、課題・改善案の中で、各

地区に対して交付する奨励金について、＜有効な活用の指導＞など柔らかな表現にし

てはどうか、との意見をいただき、「有効な活用」という表記に改めた。 

 基本施策７－取組３の「青少年が抱える問題の相談機関・専門機関との連携・周知」

について、成果の中に、悩みを抱えた青少年に寄り添う気持ちを表してほしい、との

意見から全面的に表現を見直した。 

 「生涯にわたってスポーツに親しむ健康な人づくり」では、基本施策９－取組５・

６の「山形シティマラソン大会」・「山形市民スポーツフェスタ」の開催、取組７の

「プロスポーツの観戦や交流の機会の拡充」等について、取組に対する成果が「する」

「みる」「ささえる」スポーツ活動が実現できたという表現が多い。具体的にどのよ

うに「する」「みる」「ささえる」スポーツ活動が実現できたという表現できたか記

載するべきでないか、との意見をいただき、「ささえる」については、運営スタッフ

の人数を記載するとともに、「ボランティアスタッフから運営面で協力をいただいた」

などの表記に改めた。 

 以上、原稿作成の経緯や原案の内容について、奥山管理課長から資料に基づき説明

があった。＞ 



教育長…ただ今の説明でご意見・ご質問はないか。

 ＜各委員より「なし」の声＞

教育長…それでは議案第３６号について、原案のとおり承認してよろしいか。

 ＜各委員より「はい」の声＞

 ＜原案のとおり承認＞

４ 報告事項

教育長…次に報告事項に入る。（１）「スキージャンプワールドカップ女子蔵王大会

の取組状況について」事務局から説明をお願いする。

 ＜佐藤泉スポーツ保健課長から、資料に基づき説明＞

教育長…ただ今の説明について、ご意見、ご質問はないか。

委員…現在は、大会を実施する方向であると捉えてよいのか。

スポーツ保健課長…国際スキー連盟、全日本スキー連盟、山形県スキー連盟をはじめ

とした各団体との連絡・調整の結果、全ての団体から協力をいただいており、大会実

施に向けて取組んでいる。

委員…大会の決算や監査は内部だけで行うのか、外部も関わるのか。

スポーツ保健課長…山形県スキー連盟・市スキー連盟から１名ずつ監査する職員を出

していただき、外部の目が入るような体制としている。

教育長…他にご意見、ご質問はあるか。

 ＜各委員より「なし」の声＞



５ その他

教育長…その他、委員の皆さんからご意見、ご質問はあるか。

委員…先日、学校訪問した際に別室登校の部屋が小中学校にあるのを目にした。その

ことについて、現在どのようになっているのか。

学校教育課長…昨年度の調査結果によると小学校３０名・中学校１４７名の児童生徒

が別室登校をしている状態である。小学校では、担外教員・養護教諭が空き教室や保

健室で対応し、中学校では、担外・市の教育相談員１３名、そしてさんさんプランで

配置されている別室登校指導員の中で対応している。また、空き時間の職員で別室の

時間割を作成し、自分の持ち時間＋αで学力補充に向けて指導している状況である。 

６ 日程等

 ＜管理課長から、資料に基づき説明＞

７ 閉会  教育長


